	士業のためのストーリー制作シート


１．これから制作するストーリーで一番伝えたいことは何ですか？
	


２．次の３つの型に分類してみるとすれば，どれがふさわしいと思いますか？
（大まかな分類であり重なることもあります。主に，クライマックスに違いが出ます。）
	　①誤解型
法律を誤解している事例の紹介など
（クライマックスは誤解が判明するシーンなどになり，インパクトが強いです）
　②ビフォア・アフター型
　　　クライアントがアドバイス・コンサルティングを受ける前後で，
成果が出るように変化した事例の紹介など。
　　　　（クライマックスは，アフターになれた状況など。）
　
③時系列型
　　　事件・裁判事例の紹介など，時系列を正しく追う必要がある場合の型です。

　　　　（クライマックスは，時系列の最終シーンになります）
そのほかの型
・Q&A型：質問者と回答者の会話形式。話題・論点を広く，簡単に，触れられるメリットがある一方で，ストーリーに感情移入しづらい面があり，インパクトが弱くなります。
・ミックス型：複数の型をミックスしている型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３．クライマックスは，どのような場面にしたいですか？
例
　①法律の誤解によって不利益が発生した場面（裁判で敗訴した場面）など

　②アフターの状態になれた場面（目標を達成した場面）など。

　③時系列の中で，終盤の，象徴的・印象的な場面など

	


４．シーン決め
クライマックスに至る直前のシーンはどんな場面ですか？シーンに名前をつけてください。
	


　　その直前のシーンはどんな場面ですか？シーンに名前をつけてください。
	


　　さらにその直前のシーンはどんな場面ですか？シーンに名前をつけてください。
	


　　さらにさらにその直前のシーンは？というように冒頭のシーンまでさかのぼりながら，各シーンの名前を決めてください。
	


５　冒頭のシーンはどんな場面ですか？
登場人物・会社の紹介など。
　　　感情移入してもらうための肉付けを含みます。
方法：人物設定詳細化，共感・反感エピソード，結論の真逆を伏線化しておく等

